








要約:公費負担による HBV 母子感染防止対策事業が開始された S.61 年度と S.62 年度生ま

れの児の HBs 抗原検査陽性率は、それぞれ 0.04%と 0.06%で、事業開始前後の陽性率に有

意な差がみられた。 しかし、HBV 母子感染防止対策事業実施後、防御したにもかかわら

ず、キャリア化した例が少なくとも 3例発生しており、キャリア化阻止不成功率は、3.4%

以上であると考えられた。


